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７つのチームの中間発表の後、オブザーバーとし

て参加して下さった宜野湾市市民協働推進協議会

の岩田直子氏（沖縄国際大学教授）から次のような

コメントがありました。 

○ 企画案を初めて聞く長田区の地域のみなさんに

第６回  ＜9 月 17 日（土）10:00-15:00＞  ２７人参加 

地域の課題解決の企画づくり 

～ゼミ・中間発表～ 

まちなか研究所わくわく 宮道喜一氏 

とって、分かりやすい説明となるよう工夫する

と良いのではないでしょうか。特に、「地域のニ

ーズや課題が何か」についてはっきりと伝え、

それに対し考えた企画案として説明をすすめる

と分かりやすいのではないでしょうか。 

○ つなげる社会資源は長田区近隣に限らず、もっ

といろんなセクター（例えば大学のような）に

広げて考えてもよいのではないでしょうか。 

○ キーパーソンは、地域の外にもいるかもしれま

せん。～以上～ 

Vol．６ 

～気づき・学び～～気づき・学び～～気づき・学び～～気づき・学び～    

○ 具体的に話を詰める中で新たな意見や見直しが

多く、常に前進していくことが嬉しく感じます。 

○ 各チームの課題や気づきも自分の地域へ反映さ

せていきたいです。 

○ 誰が何に困っているのか解り難かった。 

○ 地域づくりの具体的提案もあってとても良かっ

た。 

○ 仮説を立てた後にしっかり関係団体と話し合い

をしていたグループがあり困りごとから解決の

ための仲間づくりまで行っている点がすばらし

かった。 

○ 櫻井先生の資料をもう一度読み返してみたいと

思います。 

主催：宜野湾市 ／ 宜野湾市社会福祉協議会  運営：特定非営利活動法人 まちなか研究所わくわく 

～自分に生かしたいこと～～自分に生かしたいこと～～自分に生かしたいこと～～自分に生かしたいこと～    

○ タイトルをはっきりと具体的に明示すること。 

○ インタビューの技法を身につける。 

○ 各グループの発表を聞いてたくさんの事を学

びました。 

・ニーズを明確に。 ・社会資源を生かして。 

・たくさんの人を巻き込んで。 

この視点を大切にしていきたいです。 

○ 他のチームからの情報（提案等）を取り入れな

がら少し深く追求していけたらと思います。

（できる範囲で） 

 

 

次回は、「最終発表会」となります。今回の中間

発表を踏まえさらにチームで考えを深め、ブラッシ

ュアップした企画案が長田区に貢献するものとな

ることが期待されます。 

次回の講座は・・・ 

課題解決のための企画発表～修了式～  

総括コメント 櫻井常矢氏 

10 月 8 日(土)10:00～ ＠長田区公民館 


